
約
３
０
０
人
の
社
員
の

う
ち
、
約
１
０
０
人
と
い

う
大
量
の
早
期
希
望
退
職

が
求
め
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど

が

代
以
上
の
社
員
で
、

50
リ
ク
ル
ー
ト
が
転
職
を
勧

め
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
で
も
、
地
元
企、

業
の
募
集
情
報
の
提
供
や

市
職
員
の
会
計
年
度
職
員

の
採
用
な
ど
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

は
、

こ
れ
ま
で
の
経
過

ス
タ
ン
レ
ー
電
気(

株)

の

２
月

日
の
取
締
役
会
議

29

で
、
役
員
異
動
が
決
定
さ

れ
、
三
杉
光
昭
氏
が
、
本

社
の
生
産
統
括
本
部
電
子

デ
バ
イ
ス
生
産
本
部
長

（
兼
）(

株)

ス
タ
ン
レ
ー。

鶴
岡
製
作
所
社
長
に
就
任

前
社
長
の
前
田
喜
行
氏

（
旧
朝
日
村
）
は
鶴
岡
製

作
所
取
締
役
に
就
任
。

本
社
の
９
月

日
の
取

26

締
役
会
に
お
い
て
、
連
結

子
会
社
で
あ
る(

株)

ス
タ

ン
レ
ー
鶴
岡
製
作
所
を
25

年
４
月
１
日
に
吸
収
合
併。

す
る
こ
と
に
つ
い
て
決
議

は
、
当
社

合
併
の
目
的

グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
事
業
再
編
の
一
環
で
、

生
産
革
新
活
動
「
Ｓ
Ｎ
Ａ

SN
A

P=Stanley

Ｐ
」(

N
ew

A
pproach

for）

H
igher

Productivity

「
製
品
を
必
要
な
と
き
に

必
要
な
数
だ
け
生
産
す
る

体
制
」
を
一
貫
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

コ
ス
ト
競
争
力
向
上
を
図

る
と
し
て
い
ま
す
。

鶴
岡
製
作
所
に
は
、
吸

収
合
併
さ
れ
る
理
由
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
。

(

株)

ス
タ
ン
レ
ー
鶴
岡
製

作
所
は
資
本
金

億
円
で

21

ス
タ
ン
レ
ー
電
気(

株)

が

。

１
０
０
％
出
資
の
子
会
社

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
に
事
業

所
・
工
場
が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
９
月
か
ら新

約

億
円
を
投
資
し
て

60

し
、

年
４

工
場
を
建
設

21

、

。

月
完
成
５
月
操
業
開
始

子
会
社
で
は
筆
頭
の
売

上
高
で
１
６
９
億
９
９
０

０
万
円
で
す
。

２
０
２
０
年
度
か
ら
２

年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
売、

上
高
が
減
少
し
ま
し
た
が

年
度
以
降
は
回
復
状
況

22に
あ
り
、
今
年
３
月
末
の

決
算
は
純
利
益
の
黒
字
転

換
に
な
り
ま
し
た
（

。
表
）

合
併
前
の
藤
島
町
で
あ

、
誘
致
企
業
の
解
散

れ
ば

は
大
問
題
で
あ
り
、
決
定

前
に
情
報
提
供
や
相
談
が

あ
っ
た
は
ず
で
す
。

ス
タ
ン
レ
ー
鶴
岡
製
作

所
は
、
旧
藤
島
町
の
誘
致

企
業
第
１
号
で
、
昭
和
46

(

１
９
７
１)

年
４
月
操
業

開
始
（
昭
和

年
２
月
、

44

本
来
第
１
号
の
愛
知
県
半

田
市
の
昭
和
織
布(

株)

藤

、

。）。

島
工
場
は
進
出
断
念

優
秀
な
企
業
で
絶
対
つ

ぶ
れ
な
い
と
、
町
も
就
職

紹
介
を
し
て
き
ま
し
た
。

吸
収
合
併
の
情
報
を
鶴

岡
市
が
知
っ
た
の
は
、
９、

月
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で

会
社
の
説
明
が

月
に
あ

11

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
も
平
成
大
合
併
の

弊
害
の
結
果
で
す
。

2024年 月 日12 22
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（月２００円程度）
12月 20人 13,760円
11月 33人 23,240円

決
定
前
に
市
へ
情
報
提
供
な
か
っ
た

誘
致
企
業
ス
タ
ン
レ
ー
の
吸
収
合
併
・
解
散

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

日
向
富
さ
ん
の
こ
と

日
向
富
さ
ん
は
、
八
色

木
の
日
向
宇
兵
衛
家
の
人

で
あ
る
。
宇
兵
衛
家
は
、

八
栄
島
村
造
成
の
立
て
役

者
で
あ
っ
た
。

八
栄
島
村
の
初
代
村
長

は
、
明
治

年
（
１
８
８

22

９
）
～

年
、
鶴
岡
の
土

23

屋
久
礼
氏
（
官
選
）
で
あ

っ
た
が
、
宇
兵
衛
家
は
明

治

年
８
月
～

年

月

23

29

10

の

年
間
、
村
長
を
務
め

5
ら
れ
た
名
家
で
あ
る
。

富
さ
ん
は
長
女
で
、
鶴

（

）

岡
女
学
校
旧
鶴
岡
北
高

を
卒
業
後
、
母
が
ま
も
な

く
亡
く
な
ら
れ
、
主
婦
と。

し
て
一
家
を
支
え
て
き
た

父
も
間
も
な
く
亡
く
な

ら
れ
、
後
を
継
ぐ
弟
は
幼

少
だ
っ
た
の
で
、
教
員
で、

あ
っ
た
婿
養
子
を
迎
え
て

自
分
も
教
員
と
し
て
共
働

き
を
さ
れ
た
。

日
向
家
は
、
村
で
も
大

農
家
で
、
若
勢
を
雇
い
、

農
業
を
続
け
て
き
た
。

弟
が
成
人
し
て
後
継
ぎ

に
な
れ
ば
、
子
ど
も
を
連

れ
て
分
家
に
出
る
と
思
っ

、

。

た
が
そ
う
し
な
か
っ
た

八
栄
島
小
学
校
と
八
重

里
小
学
校
の
毎
年
持
ち
回

り
の
「
島
・
里
運
動
会
」

が
あ
っ
た
が
、
富
さ
ん
は

八
栄
里
小
学
校
の
教
師
を

し
て
い
て
、
小
柄
で
テ
キ

パ
キ
と
し
た
先
生
で
あ
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

退
職
し
て
、
県
立
庄
内

農
業
高
校
に
１
年
生
が
入

る
寄
宿
舎
「
明
徳
寮
」
が

昭
和

年
（
１
９
６
７
）

42

に
出
来
て
、
寮
母
と
し
て

勤
務
さ
れ
た
。

家
族
か
ら
初
め
て
離
れ

て
寮
生
活
を
す
る
生
徒
た

ち
に
、
親
の
よ
う
に
慕
わ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

そ
の
後
、
弟
夫
婦
を
助

け
畑
仕
事
を
し
な
が
ら
、

婦
人
会
長
や
社
会
教
育
に

熱
心
で
、
藤
島
町
の
教
育

委
員
も
さ
れ
て
い
た
。

松
山
町
出
身
の
鈴
木

正
治
先
生
が
、
昭
和

年

し
よ
う
じ

44

（
１
９
６
９
）
に
八
栄
島

小
学
校
の
校
長
に
赴
任
さ

れ
、
校
務
の
傍
ら
短
歌
を

指
導
さ
れ
た
。
質
実
剛
健

、

、

な
先
生
で
信
望
も
厚
く

毎
回
楽
し
み
な
短
歌
会
で

あ
っ
た
。

鈴
木
正
治
先
生
は
、
歌

集
「
泰
山
木
（
た
い
さ
ん

）」

、

ぼ
く
を
出
版
さ
れ
た
が

２
年
後
に
鶴
岡
第
２
中
学

校
に
栄
転
さ
れ
、
そ
の
後

間
も
な
く
黄
泉
の
旅
に
発

よ

み

た

た
れ
た
。

富
さ
ん
は
、
鈴
木
正
治

先
生
の
意
志
を
継
ぎ
、
住

民
の
埋
も
れ
て
い
る
短
歌

を
掘
り
起
こ
し
歌
集
の

、

『

う
ぜ
ん
か
づ
ら
』
を
平
成

５
年
（
１
９
９
３
）

月
10

１
日
に
発
刊
さ
れ
た
。

投
稿
者

名
で
、
発
行

34

は
八
栄
島
公
民
館
。

発
刊
に
あ
た
っ
て
は
当

時
の
八
栄
島
公
民
館
長
鈴

木
重
雄
、
発
刊
を
お
祝
い

し
て
は
当
時
の
藤
島
町
立

図
書
館
長
の
阿
部
公
彦
氏

が
寄
せ
て
い
る
。

八
栄
島
小
学
校
が
あ
っ

た
時
代
、
地
区
住
民
の
文

化
水
準
が
高
か
っ
た
こ
と

が
偲
ば
れ
る
。

（
１
９
７
０
年
頃
の
日
向

富
先
生
・
明
徳
寮
に
て
）

（

）
(

株)

ス
タ
ン
レ
ー
鶴
岡
製
作
所

鶴
岡
市
渡
前

は
、
連
結
親
会
社
の
ス
タ
ン
レ
ー
電
気(

株)

（
東

京
都
目
黒
区
）
に
吸
収
合
併
が
決
ま
り
、
２
０
２

５
年
４
月
１
日
解
散
、
約
１
０
０
人
の
解
雇
の
情

報
が
波
紋
を
広
げ
て
い
ま
す
。

株式会社スタンレー鶴岡製作所 直近の決算一覧

決算末日 売上高 純利益 利益剰余金 総資産

2024/3/31 169億9,900万円 3億4,000万円 66億7,700万円 134億4,100万円

2023/3/31 166億9,300万円 63億3,700万円 147億円       △2億5,200万円 

2022/3/31 155億2,400万円 60億8,400万円 155億5,700万円△2億8,500万円 

2021/3/31 151億4,800万円 4億1,800万円 63億7,000万円 174億9,800万円

2020/3/31 208億2,400万円 16億7,200万円 59億5,100万円 171億5,900万円

2019/3/31 206億2,000万円 17億6,900万円 51億6,300万円 126億5,500万円

2018/3/31 188億2,600万円 12億3,100万円 36億4,000万円 120億  100万円

※官報決算データベースから



鶴
岡
市
は
「
令
和
６
年

、

度
市
道
等
の
除
雪
計
画

書
」
を

月

日
公
表
し

12

10

ま
し
た
。

除
雪
計
画
路
線
は
、
市㎞

道
延
長
１
５
２
８
・
６

の
う
ち
、
道
路
除
雪
３
１

６
９
路
線
１
１
３
８
・
７

、
歩
道
除
雪
１
５
０
路

㎞線
１
０
６
・
０

で
す
。

㎞

昨
年
度
対
比
で
は
、
市

道
延
長
０
・
６

増
、
道

㎞

路
５
路
線
０
・
９

増
、

㎞

歩
道
０
路
線
０
・
１

増
㎞

で
す
。

道
路
用
除
雪
機
械
は
１

台
減
の
２
７
４
台
（
う
ち

）
、

市
有
車
が
１
３
５
台
で

歩
道
用
除
雪
機
械
１
台
増

の

台
（
う
ち
市
有
車
１

26
台
増
の

台
）
で
す
。

21

防
雪
柵
の
設
置
は
、
幹

線
道
路
な
ど
の

路
線
、

97

延
長

・

（
０
・

㎞

23

41

08

増
）
で
す
。

㎞
道
路
消
雪
施
設
は
、
幹

線
道
路

路
線
、
延
長

39

・

で
す
。

㎞

15

52

、

凍
結
防
止
剤
の
散
布
は

幹
線
道
路
の
登
り
坂
や
橋

及
び
主
要
交
差
点
等
２
９

７
箇
所
（
１
増
）
で
、
延

㎞

㎞

長

・

（
０
・

38

91

10

増
）
に
散
布
し
ま
す
。

公
共
施
設
は
小
・
中
学

（

）

校
等
２
９
８
箇
所
２
増

の
駐
車
場
等
の
除
雪
作
業

を
実
施
し
ま
す
。

出
動
基
準

㎝
以
上

10

除
雪
機
械
の
出
動
基
準

は
、
路
面
に

以
上
の

㎝
10

降
雪
が
あ
る
場
合
、
ま
た

は
午
前
７
時
ま
で

以
㎝
10

上
の
降
雪
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
出
動
し
ま
す
。

、

降
雪
が
な
い
場
合
で
も

道
路
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
道
路
の
状
況
に
応

じ
て
剥
ぎ
取
り
・
道
路
拡

幅
等
を
行
い
ま
す
。

豪
雪
対
策
本
部

豪
雪
対
策
本
部
の
設
置

基
準
は
、
本
所
の
観
測
地

点
（
鶴
岡
公
園
の
観
測
地

点
）
が

を
超
え
、
道

㎝
70

路
事
情
が
悪
化
し
引
き
続

き
降
雪
が
多
量
に
見
込
ま

れ
る
場
合
が
基
準
で
す
。

朝
日
庁
舎
で
は
、
大
網

の
観
測
地
点
の
積
雪
が
１

５
０

を
超
え
、
温
海
庁

㎝

舎
で
は
、
温
海
川
観
測
地

点
の
積
雪
が
１
５
０

を
㎝

超
え
、
同
様
の
場
合
を
基

準
と
し
ま
す
。

排
雪
場
所

排
雪
場
所
は
、

・
本
所
（
赤
川
三
川
橋
上

流
右
岸
）

・
藤
島
庁
舎
（
藤
島
川
藤

浪
橋
上
流
左
岸
）

・
羽
黒
庁
舎
（
旧
羽
黒
第

一
小
学
校
用
地
（
羽
黒
町

手
向
地
内
））

・
櫛
引
庁
舎
（
赤
川
櫛
引

橋
下
流
左
岸
）
で
す
。

克
雪
計
画

市
は
令
和
５
年

月
、

11

「
鶴
岡
市
雪
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

地
域
除
雪
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
支
援
事
業
や
、
高
齢
者

・
障
害
者
及
び
母
子
世
帯

雪
下
ろ
し
費
用
補
助
事
業

（
１
回
１

万
６
５
０

０
円
、
市
）

社
会
福
祉

協
議
会
の

除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

な
ど
に
取

り
組
み
ま

す
。

袋
駅
の
す
ぐ
西
側
の
地
域

（

）
で
旧
余

赤
線
わ
く
内

。

目
町(

現
庄
内
町)

で
あ
る

代
々
続
く
大
沼
作
兵
衛

家
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
述

べ
る
作
兵
衛(

)

は

写
真

12

代
目
で
、
明
治
元
年
生
ま

（

）

れ
で
１
９
２
４
大
正
13

大
型
減
税
を
急
げ

今
年
の
漢
字
と
な
っ
た

の
は
「
金
。
こ
の
字
だ
っ

」

た
が
、
こ
れ
は
「
キ
ン
」

と
読
む
の
か
「
カ
ネ
」
と

読
む
の
か
は
人
に
よ
っ
て

違
う
だ
ろ
う
が
俺
は
ガ

、

「

ネ
」
と
読
み
た
い
。
し
か

も
「
ウ
ラ
ガ
ネ
」
と
使
い

た
い
ん
だ
ナ
～
。

▲
裏
金
が
ど
う
し
て
生
ま

れ
た
の
か
の
俺
の
認
識
。

自
民
党
が
議
員
個
人
の
目

標
と
し
て
定
め
た
企
業
へ

の
タ
カ
リ
の
金
額
・
こ
の

金
額
を
超
え
て
集
め
た
金

が
裏
金
。
こ
れ
を
表
に
出

さ
ず
に
使
っ
て
議
席
を
掴

ん
で
き
た
と
い
う
わ
け
。。

都
議
に
も
あ
る
と
言
う
が

▲
だ
か
ら
、
こ
ん
な
金
蔓

か
ね
づ
る

は
放
し
た
く
な
い
訳
だ
。

若
い
か
ら
も
っ
と
正
義
感

が
あ
っ
て
物
分
か
り
が
よ

さ
そ
う
な
（
俺
の
感
じ
）

彼
も
、
団
体
献
金
が
悪
だ

と
は
思
っ
て
い
な
い
、
ナ。

ン
テ
言
っ
て
い
る
ん
だ
ろ

▲
裏
金
の
始
ま
り
指
示
も

使
わ
れ
た
道
も
金
額
も
、

（
赤
枠
大
野
、
東
・
西
袋

駅
・
西
・
京
田
川)

大
沼
家
は
大
野
の
在
村。

地
主
・
自
作
農
で
あ
っ
た

大
野
は
、
羽
越
本
線
西

年
死
亡
で
あ
る
。

遺
稿
『
大
野
の
農
業(

乾

田
の
起
源)

』
を
残
し
て
い

る
。大

野
で
は
江
戸
期
か
ら

変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
明
治

年
に
７
割
が

10

乾
田
で
、
地
元
で
は
「
白

乾(

し
ら
ぼ
し
７
割)

」
と

言
っ
て
い
た
。

こ
の
周
辺
は
長
沼
も
含

め
て
、
大
楯
大
堰(

１
６
２

２
年
完
成)

が
で
き
る
ま
で

用
水
に
苦
し
ん
だ
地
域
で

以
後
も
苦
労
し
た
。

大
堰
が
で
き
て
も
集
落

西
側
に
、
深
い
田
川
第
２

の
河
川
京
田
川
が
流
れ
、

大
野
の
水
が
浸
透
し
て
し

て
い
く
。
そ
れ
で
乾
田
が

多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

乾
田
は
固
く
三
本
鍬
の

耕
起
は
重
労
働
、
耕
土
は

浅
く
、
し
か
も
年
々
浅
く

な
り
収
穫
も
当
然
少
な
く

な
る
と
悩
ん
で
い
た
時
、

明
治

年
、
島
野
嘉
作
と

26

出
合
い
、
遺
稿
『
大
野
の

農
業(

乾
田
の
起
源)

』
に

馬
耕
に
取
組
む
様
子
を
記

録
し
て
い
る
。

な
る
べ
く
原
文
の
ま
ま

引
用
す
る
（

）

。
つ
づ
く

東
田
川
史
跡
物
語

大
沼
作
兵
衛
の
取
組(

庄
内
町
大
野)

①

青
山

崇

令
和
６
年
度

市
道
除
雪
計
画

明
ら
か
に
し
な
い
か
ら
、

議
席
が
減
っ
て
い
な
が
ら

反
省
も
無
く
、
も
う
開
き

直
っ
た
態
度
。
１
０
３
万

円
突
破
を
掲
げ
た
政
党
か

ら
助
け
船
が
あ
る
か
ら
の

態
度
か
ネ
～
。

▲
し
か
し
、
１
０
３
万
円

の
突
破
は
大
型
減
税
だ
。

俺
ぁ
来
年

年
の
税
金
・

25

つ
ま
り
２
月
に
始
ま
る
申

告
の
税
金
か
ら
変
わ
る
の

か
と
期
待
し
て
い
た
ん
だ

が
。
党
同
士
が
話
し
合
っ

て
決
め
る
と
言
っ
て
い
る

か
ら
、
何
年
度
か
ら
始
ま

る
事
に
な
る
の
や
ら
書
い

て
無
い
。
前
向
き
に
協
議

中
・
で
終
わ
る
の
で
は
な。

い
か
の
心
配
は
な
い
の
か

▲
課
税
額
を
小
さ
く
す
る

為
に
、
ど
こ
の
控
除
額
を

増
額
す
る
の
か
、
新
し
い。

控
除
を
作
る
の
か
見
も
の

何
し
ろ
、
す
で
に
軍
拡
増

税
の
方
向
が
確
認
さ
れ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
方

向
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
こ
り
ゃ
あ
万
々

歳
な
ん
だ
が
。
物
価
高
の

苦
し
み
。
両
党
よ
、
早
く

。
（

）

実
施
し
て
よ

石
川


